
 

            平成 1８年(2006 年)７月１４日      

長 野 県 病 害 虫 防 除 所 

 

 

病害虫発生予察注意報 第１号 

 

病害虫名 イネいもち病（葉いもち） 

 

１ 発生予想 いもち病が多発する恐れがある。 

２ 対象地域 県下全域 

３ 根拠  

（１） 葉いもち発生予測モデル BLASTAM 及び BLASTAM-NAGANO※によると、6 月 23 日及び７月２半

旬以降連日、感染好適条件および準好適条件が出現し、葉いもちの発生が予測された。 

（２） ７月１半旬以降、平坦部を含む広域で葉いもちの発生が確認され、一部多発ほ場も見られ

た。 

（３） ７月１３日には広域に感染好適条件が出現し、今後病勢が進展する恐れがある。 

（４） 7 月 7 日気象庁発表の 1ヶ月予報によると、前半の天候は曇りや雨の日が多いと予報され

ており、発病に好適な条件が続くと予想される。    

以上のことから、７月４半旬以降葉いもちの多発が予想される。 

 

４ 防除対策と留意点について       

（１） 発生ほ場では、直ちに葉いもちの防除を行う。 

（２） 雨で液剤等が散布できない場合は、粉剤を雨間または少雨時に散布し、適期防除を心がけ

る。 

（３） 農薬散布にあたっては、周辺作物への飛散防止に十分注意する。 

（４） 薬剤は農作物病害虫・雑草防除基準に基づいて選定する。 

また、薬剤耐性菌の出現を防ぐため、同一系統の薬剤の連用は避ける。 

（５） 窒素過多はいもち病の発生を助長するので、多発ほ場では追肥を控える。 

（６） 発生には地域差が見られるため、今後の発生予察情報及び気象情報に注意する。 

 

 

 

※ 葉いもち発生予測モデル BLASTAM 及び BLASTAM-NAGANO 

アメダスデータを利用して葉いもちの感染に好適な条件が成立する日を判定し、発生を予測するシ

ステム。降水量等により葉面ぬれ時間を推定し、ぬれが成立している間の平均気温及び前５日間の平

均気温により感染好適条件を判定する。判定結果より、広域的な葉いもちの発生が予測できる。 

 

 

 

病害虫防除所 所長 篠原初 

担 当 発生予察ﾁｰﾑ 和田美佐 

電 話 026-248-6471 
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    表１ BLASTAM 及び BLASTAM-NAGANO による葉いもち感染好適条件の判定結果（平成１８年） 
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表２ ７月上旬葉いもち平均発病株率（％） 

     （病害虫防除所巡回調査地点） 

 

表３　BLASTAM-NAGANOによるいもち病進展予測
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東信  ４.２  １.１ 

南信 ０.３  ２.０ 

中信  ０.７  １.５ 

北信 １０.９  １.０ 

県 ３.３  １.４ 


